
任意継続被保険者の標準報酬月額の上限について
任意継続被保険者の標準報酬月額の上限　：380,000円

※ 2022年9月末日時点の全被保険者の
　 平均標準報酬月額にもとづきます。適用期間：2023年4月1日～2024年3月31日

2023年度

一般勘定

介護勘定

予算科目 決算（実績）

収　　 入 支　　 出

1,972

275

2,247

保 険 料 収 入

繰 越 金

計

2,232
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2,507

予算科目 決算（実績）

1,976
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2,247

介護納付金

その他支出

計

1,975

0

1,975

22,886人

426,465円

平均被保険者数

平均標準報酬月額

基礎数値（介護勘定）

34,853人

379,922円

39.8歳

平均被保険者数

平均標準報酬月額

平均年齢

基礎数値（一般勘定）
予算科目 決算（実績）

収　　 入 支　　 出
予算科目 決算（実績）

保 険 料 収 入

繰 越 金

そ の 他 収 入

計

16,050

500

1,000

17,550

17,710

500

592

18,802

保険給付費

納付金

保健事業費

事務費

その他支出

計

8,138

5,782

1,093

146

2,391

17,550

8,285

5,791

673

150

328

15,227

決算残金処分： 500百万円を繰越金、
　　　　　　　残りを法定準備金・別途積立金とした

単位：百万円

単位：百万円

収入 支出

保険料収入

その他収入
健保連からの
高額医療交付金等

繰越金
前年度からの繰越し

給与・賞与から徴収される
健康保険料（会社と従業員）

その他支出事務費
健保組合を運営
するための費用

保健事業費
加入者の健康増進
（健診等）のための費用

保険給付費

54%
94%

38% 病院にかかった医療費や
出産手当金、傷病手当金など納付金

前期高齢者（65～74歳）納付金や、
後期高齢者（75歳以上）支援金など、
全国の高齢者医療を支えるための
拠出金
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2022年7月5日（火）
本社Ａ1棟3F第9会議室

［日時］
［場所］

福田暁彦 監事   山本沙知 監事
健保組合の業務は適正に
行われている。

［監査人］
［結　果］監事監査報告

2021年度決算は、さる7月19日の組合会で承認されました。

収入の大半を占めるムラタ国内グループ各社の会社・従業員からの保険料収入等の増加

【主な内訳】 保険給付費：82億8,538万円（前年度比116%：前年度の新型コロナ感染拡大初期にあった受診控えが解消）、
全国高齢者医療のための納付金：57億9,066万円（前年度比77%）、保健事業費：6億7,251万円（前年度比 107%）

収入決算　188億236万円　前年度比104%

支出決算　152億2,691万円　前年度比96%

決 算 報 告2021年度 

各社の会社・従業員（40歳以上）からの保険料収入等の増加

全国の介護保険制度を支える介護納付金が増加

収入決算　25億742万円　前年度比120% 

支出決算　19億7,550万円　　前年度比 111% 
※ 前期高齢者（65～74歳）納付金や、後期高齢者（75歳以上）支援金など、全国の高齢者医療を支えるための拠出金

村田製作所
健康保険組合
常務理事　小杉 雅明

常務理事交代

健康保険組合会議員第21期

この度、2022年7月12日付けで、村田製作所健康保険組合常務理事に就任しました小杉雅明です。ムラタ健保は、
2019年4月1日で国内関係会社の編入・健保合併を完了し、加入者（被保険者＋被扶養者）が64,991名（2022年
3月末現在）となり、大きな健康保険組合に生まれ変わりました。

10月に健康保険組合連合会が2021年度決算（速報）を発表しました。これによると全国健康保険組合（1388組）
の半数超が赤字決算を見込む中、ムラタ健保は、会社（村田製作所）の堅調な業績等に支えられ約35億円の黒字決算
になりました。今後、高齢化の進展に伴い高齢者医療費（この医療費の多くは現役世代つまり健康保険組合などの「納
付金※」で賄われているのが実情です）が増額すると、「支出」における「納付金」比率が上がる可能性があります。これは
ムラタ健保も例外ではなく「納付金」負担増による健保財政への影響を注視していく必要があります。（左ページのとおり、
2021年度決算では「支出」に占める「納付金」比率が38％ですが、今後、その割合が大きくなる可能性があります）
また、被保険者１人あたりの医療費は微増ではあるものの年々増加傾向を示しています。これを改善するために、特に
メタボリックシンドロームの改善を目指した生活習慣改善プログラムの提供や生活習慣病の重症化を防ぐ支援などに
さらに注力していきます。

健康保険組合の特徴として被保険者のみならず被扶養者に対してさまざまな事業を行って
います。その中で「家族健診（30歳以上）」がありますが、その受診率は50%に届かないのが
現状です。被扶養者の方はご自身の健康のために受診していただくようにお願いします。被保
険者の方は大切な家族のために受診促進をお願いします。

今後は、ムラタ健保を取り巻く環境変化を適切に把握し、医療費の適正化をはじめとした財
政の安定化に取り組むとともに、会社との連携を強化し、みなさんの健康管理・健康増進事業
を職員一丸となり進めていきます。みなさんから「ムラタ健保で良かった」と言っていただける
健保組合を目指していきますので、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。

収支差引額（決算残金） 3,575百万円
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村田健保ホームページ https://www.murata-kenpo.or.jp
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